







 本研究は、2001 年にスウェーデンが欧州連合（The European Union; EU）の議長国であった
期間に欧州理事会での採択を主導した「紛争防止に関する EU プログラム（ヨーテボリ・プログラ
ム）」における紛争防止概念の意味を、提案国スウェーデンを取り巻く内外の状況やそれが表す
意味を中心に考察し、紛争防止が EU の安全保障防衛政策（European Security and Defence 
Policy；ESDP）にもたらした意義を明らかにすることを主たる目的とした。 
 1999 年に EU が打ち出した ESDP の中で、EU は初めて共通の安全保障政策を掲げることに
なったが、それは通常の安全保障政策の基本である領域防衛を伴わないという点で特異であっ








 第一に、その時期的な問題である。これが採択された 2001 年 6 月はヨーロッパの冷戦体制の
崩壊から 10 年あまりが過ぎ、9月 11 日のアメリカの同時多発テロ勃発直前の、まだ世界がユー
フォリア、すなわち安全保障の「長い休暇」を満喫していた時期であった。ヨーテボリ・プログラムは
その間隙をつく形で、「中立国」スウェーデンが議長国を務めた半年の間に採択された。また、そ














































た。国際的には OSCE や国連、そして EU の紛争防止活動に関する研究も行われたが、それは
途上国援助の一環としての位置付けに留まってきた。そのため、本論文が指摘するスウェーデン








障についての研究を考察し、また 1990 年代に国連、CSCE/OSCE、NATO の中で活発化した紛
争防止の取り組みについて検討し、冷戦体制崩壊後の国際状況における紛争防止の議論とその
課題を論じた。 
 第二章は本論文の中心となる章であり、ESDP の形成と EU が紛争防止概念を規範化していく
過程をスウェーデンの視点から検討した。その上で、ヨーテボリ・プログラムの採択とその内容を
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